
2。六戸岳ヤiニニー雄牒甘  

労山福馬痺連盟の驚‡i＿！や綬くl沢登り教室t）が？ 月8。り巨＝こ大戸岳・閻川支折で  

絹かれたこ＝当一三二重は天候にもめぐ覚れタ苓の沢を完韓することができた。以下はその  

－・・・  うち⑩が会の会員が参加した2春の択（り訂呵である。  

大戸岳D沢（仮称）  19？8年7月9日  

■・′  

も西和文  澹辺京子．宍戸軍務  独苗穂（会津労山）  

大戸岳D沢（仮称）は高度差約600mを・－如こ流れ落ちている。A沢やB沢の記  

録からして多くの沌を期待して出発する。出合からすぐぅmの汚。右岸を掃いて上に  

出る。これは幸先がよいと勇んで登り出すが，期待に反してその先は平凡になって  

しまった。急沢で高度はどんどんかせぐが，ガラガラと音がせんばかりの浮石の上  

を歩くばぁ、りで．沌など一つもない。いいかげんいやになった所で三つの連携する  

小摘（F2）となる。簡単に直聾して先に進むがまた平凡。やがて二俣。左沢は切れ  

こみは潔いが水はほとんど流れてなく．右沢へ入る。すると今までと様相が一変－。  

小滝の連続する快適な沢すじだ。b個の滝を次々に直覚して気分をもち直す。急傾  

斜のナメを越え．小滝をもう1つ祓えると，水流はいったんなくなった。その先再  

び水流があり．小滝も1つ出てくる。もう沢は最後のつあの段階であっ’て，すぐに  

ヤプの中の登りとなる。いったん小屋根上に出て．20分のヤプこぎで棒線上の苧山  

道に出る。  （記・西和文）  

大戸倍E沢（仮称）  

1978年7月9日   

L森慎吾  惰内寛治  菅野善吉  

遠藤晴子（郡山労山）   

軌‡iぞいの林道をやや進んだところ  

の広沢出合で他のパーティとわかれ親  

行開始。fまJ合から斜度があるため．沢  

は階段状となり高度をかせぐ。階段状  

の亘1をすぎるとF2が現われる。こ．．の  

掩は大岩の左右から流れ落ちており，   
′ ●  
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芦瑠iニけメ鴇■∈j：霊草（・こ繁れるが，毎」王；らしシご嘉応‡むナミ‡を：昌二等■する。花 葺のし1＝：・▼ノiト・   

したホ…ルドうミあり†それほど苦学ちなく常山こ語る。紆く軍畑・ま無碍磨の持たン：一三、，   

シャワーーノラ・・！■ムを掛′、ちれ．．すっかり声瑠璃圧す亡遵賢したたづり辟老すぎる圭∴ニ？   

照（F〆￥が信二r・、二†ぴ）：二く、i∴つくぐ不ご僻かゎ‡iウニ■いつきドバ丁こ机け三一。！肇荘子ンどんどん上巨チ   

なが什宝りっれがネ宣1－【・一プす之めたイ・ト空走チit」；－り烹沢が滝とね′．て人iバ立付で、．・・・・るく   

粕て，・二・んと8よ耳二■■∴し・・←一・フIJ｝′i、チ餉‡、梗搾し7■こところ紆すぎるとヶやぶがかぶさ手本   

きにくレ訳解に購わる。傾斜もりノるくナ亡り，戊右から木の綬がかぶ・さり歩きづらいけ  

．■ ．途中．ん一うmの蟄近臣揮でカモシカと相室う。この先はやや開けた沢㍍となるが；■‾も   

う掩もなく，ひたデら先に鹿む。■右樺からの支沢とわかれると．すぐ水がなくなる。  

急傾斜となった沢をつめJPぷこぎをして全山掛こ出る。 
t 

（記・素懐吾）  

3。阿武爬源流・本谷と赤縄択  

昨年に引．き続いてとりくんだ阿武隈源流の2本の沢の記録を紹介す  

る。会報「ワ2う」No6の記録（白水沢・南沢。一里滝沢右俣）と■合  

わせて参考にしていただぎたい。  

・  

阿武隈源流・木谷  1978年8月27日   

も西和文  菅野草書  宍炉畢顔  

甲子音泉より30分はど右岸の林道を終点まで歩いて，る時35分沢に入る。う0分  

歩くと雄瀾∴次の雌掩とあわせて右岸より高播く。椿ぎ道はかなりはっきりしてき  

ていた。40分程で天狗沌沢分岐のすぐ下流に降りた。沢に降りる途中天狗汚が木々  

の間より見えた。2つ程小滝を越え，8時ユ0分赤縄沢との二俣。赤痛沢の方が本谷  

より水最が多く沢床も低いので本谷とまちがえやすい．   

二俣より本谷の方ほすぐ沌が見える。この樽の左岸斜面を汚の方に向かってカモ  

シカが遭う⊂いったαこのカモシカの通っ七いった所をたどると楽に通過できた。  

トリ・カブトの花がきれいだ。ここらあたりから先ヤプこぎに入るまで随所に嘆いて  

いた。少し行くと小沌があり，そこ妄■過ぎるとチムニー状の汚があった。掩のすぐ  
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